
地元住民の声
　長年、雲仙・普賢岳や眉山を見続けてきた種村繁守さん（小山町在住）からお話を聞きました。
　「自然の力は本当に凄まじいものです。私たちは日ごろから身の回りの危険な場所をしっかり
と確認しておくことが大切です。まずは自分の身は自分で守ることや一人一人が災害に対する意
識をさらに高めることが重要です」　

眉山の全景

熊本地震前

熊本地震後（４月） 熊本地震による影響で一部
剥離した５渓山頂部

記録的な大雨後（６月） 記録的な大雨による影響で
表面剥離した５渓山頂部
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※写真の一部は種村繁守さんから提供



０～２渓砂防ダム内現地（７月 7日撮影） ４～５渓治山ダム内現地（６月 27日撮影）

６月の大雨の影響で約１万立方メートルの土砂が流出し、
砂防ダムの中程まで到達。今後、同規模の土石流が発生
した場合でも土砂を捕

ほ そ く

捉できる容量はまだあります

５渓から約 6000立方メートルの土砂が到達。この下流
にある治山ダムおよび砂防ダムには土砂は溜まっていま
せん
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８
月
10
日
、
古
川
市
長
、
永
田

議
長
と
林
野
庁
の
職
員
が
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
に
よ
る
上
空
か
ら
の
現
地

確
認
を
行
い
、
現
状
の
把
握
と
今

後
の
対
策
に
つ
い
て
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

　
林
野
庁
か
ら
は
、「
４
月
の
熊

本
地
震
、
６
月
の
大
雨
で
眉
山
の

一
部
に
山
腹
崩
壊
や
剥
離
が
見
ら

れ
て
い
る
が
、
治
山
施
設
の
効
果

が
発
揮
さ
れ
て
お
り
、
直
ち
に
市

街
地
な
ど
へ
の
影
響
は
考
え
に
く

い
。
今
後
は
、
治
山
ダ
ム
の
新
規

設
置
な
ど
で
対
処
し
て
い
く
と
と

も
に
、
航
空
実じ

っ
ぱ
ん播
工
の
緑
化
に
よ

り
剥
離
の
拡
大
を
最
小
限
に
と
ど

め
て
い
き
た
い
」
と
の
見
解
が
あ

り
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
国
や
県
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
さ
ら
な
る
監
視
体
制

を
強
化
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。

上空からの現地視察
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